






















促進した。その効果はアルギン酸オリゴマー濃度 20 mg/ml において、対照区の
約 500%という高い増殖促進効果であった。しかしながら、アルギン酸オリゴマ
ー濃度 20 mg/ml 以上の試験区においては N. oculata の増殖が抑制された。ま
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た、アルギン酸オリゴマーの添加は、重金属暴露による N. oculata の増殖不良
も大幅に改善した。さらに、アコヤ貝やエビなど、二枚貝や甲殻類の餌として
種苗生産で広く利用されている Chaetoceros gracilis に対しても、アルギン酸オ
リゴマーは増殖促進効果を示し、その効果はアルギン酸オリゴマー濃度 125 
µg/ml において、対照区の約 140%であった。また、アルギン酸オリゴマー添加
により増殖促進された C. gracilis の栄養価は対照区とほぼ同程度であり、高い
飼料価値をもつことがわかった。しかしながら、アルギン酸オリゴマー濃度 125 
µg/ml 以上の試験区においてはアルギン酸オリゴマーの添加により濃度依存的
に増殖が抑制された。また、他の植物プランクトンである Skeletonema sp. では、
アルギン酸オリゴマーの添加により濃度依存的に増殖が抑制された。 
有害赤潮の原因種 Heterocapsa circularisquama 及び Heterosigma akasiwo に
対するアルギン酸オリゴマーの影響を調べた。これら 2 種の植物プランクトン
に対して、アルギン酸オリゴマーは濃度依存的に増殖を抑制した。一方、その






ら、種苗生産において有用な、N. oculata および C. gracilis の増殖を特異的に促
進し、種苗生産における培養技術の安定化に有用である事がわかった。一方、
赤潮の原因となる H. circularisquama および H. akasiwo の増殖はアルギン酸オ
リゴマー添加により著しく抑制されたことから、赤潮防除技術としても有用で
ある可能性が示唆された。さらに、C. marina が産生するスーパーオキサイドラ
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ジカルの産生を抑制したことから、C. marina 赤潮による漁業被害の軽減などに
対しても有用である可能性が示唆された。 
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